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各年のセメント消費量につい
て、その時点までの累積値に対
する比率の推移としてとらえて
みることを前回から始めた。
2005 年現在でこの比率がわが
国よりも低い 5 ヶ国（スウェーデ
ン、デンマーク、イギリス、フラン
ス、ドイツ）について、1950 年か
らの推移を示す（図-1）。
高度成長期には 0.1 かやや

下回る程度の比率、すなわち、
それまでに建設されたコンクリ
ート構造物・建築物に対して新
規の建設が年間 1 割弱程度の
量で推移していた期間があっ
た。そしてそれが終わると、比
率は対数グラフで直線的に減
少するという各国共通の傾向を
見出すことができる。そのなか
でわが国はこの比率 1 割程度
の期間が比較的長く続き、しか
しその後の比率の減り方が比
較的大きく、2000 年頃にこれら
の国々の仲間入りをしたという
ところである。

この比率は今後も減り続ける
のだろうかという疑問がわく。
そこで、図-1 の 1990 年以降の
部分を拡大してみた（図-2）。最
近の 15 年間、2005 年の時点で
はイギリス 0 . 0 1 5 、フランス
0 . 0 1 8、デンマーク 0 . 0 1 8、ス
ウェーデン 0.013 と比率がほとん
ど変化していない。そこで、当
たらずといえども遠からず、セメ
ント消費量がある程度にまで下
がると、すなわち、建設投資が
一段落した以降は、その時点で
すでに存在する構造物・建築物

量に対して一定の比率で補修
やら更新の需要が発生し続け
るものと仮定した。
そこでいよいよわが国であ

る。比率はまだ下がりそうにも
見えるが、セメント消費量の
2006 年度の実績値および 2007
年度のセメント協会による予測
値に基づいた比率（2006 年度：
0.019、2007 年度：0.018）をプ
ロットしてみると、そろそろ下げ
止まりそうにも見える。そこで、
比率の収束値に幅をもたせ、①
0.020、② 0.015、③ 0.010 と 3
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図-1 累積セメント消費量に対する年間消費量の比率は
ほぼ単調減少の傾向にあった

図-2 わが国とドイツ以外は累積セメント消費量に対す
る年間消費量の比率が 0.02 から 0.01 の間で（国
によって異なる）ほぼ一定値に収束しているように
見える
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種類のケースを設定した（図-3）。
ただし、これらのそれぞれの値
に収束するまでの比率の減少率
は同じとした。
そして、ここで仮定した比率

の推移を使用して、1973 年から
のわが国のセメント消費量の推
移を計算してみた（図-4 中の青
線）。実績値が青線を中心に上
下しているのがおもしろい。こ
れが周期的な建設需要の変動
なのだろう。
さて、ケース①、②、③それぞ
れについて、比率が収束値に達

する時点でセメント需要が底を
打つこととなる。底を打った以
降の長期的推移については自
信がないためその数年後にグ
ラフを描くのを止めているが、
少なくとも、わが国のセメント消
費の底については大体予測が
つくのではないか。年間で
4,000 万トンから 6,000 万トンの
間となる。
以上、あくまでも他国の先行

事例に基づいたわが国のセメン
ト消費量の将来を予測してみ
た。果たして、20 年後に読み

返してみてタイトルどおり「当た
らずといえども遠からず」で済
んでいるか、あるいは「遠からず
といえども当たらず」になってい
るか。

これにて「当たらずといえど
も遠からず」を終了する。結局、
この連載では今後は量的には
厳しいということしか言えなか
ったが、これからは質的に勝負
する時代である。いずれこの観
点での議論ができればと思う。
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図-3 わが国における累積消費量に対する年間消費量の比
率の推移を仮定した：収束値を① 0.020 ② 0.015 ③
0.010 と 3 種類設定（赤いプロットは実績値：ただし
2007 年度は予測値）

図-4 仮定した累積消費量に対する年間消費量の比率の推
移（図-3 と同様 3 種類を仮定）をもとに近未来のわ
が国におけるセメント消費量を推定した
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おことわり
図-1と図-2は本来データのプロットのみが
正しい描き方ですが、多数のデータ系列が
登場するため、見やすくするためにあえてデ
ータを線で結びました。ご了承ください。

データ出典
CEMBUREAU：World Cement Market in
Figures 1913/1995
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